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1.はじめに

干渉計測における位相シフト法はノイズ成分に強
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またフィードバック(FB)制御を行うことで、外

乱に強い半導体レ-ザ(LD)干渉計を偶成すること

ができる・-')しかしFB制御した状態で注入電流に

よる位相シフト法を行う場合、正帰還での動作が不

安定になるため画像取得が難しい。

そこで本研究では干渉縞輝度に着目し、縞の明暗

が71/2ずつ変化する4枚の画像が取得できるよう

に信号処理を行う。

加えて位相シフト法はデータ処理に手間がかかる

ため、信号処理回路と計算機処理の同期をとること

でシステムの効率化を阿った。

2.原理

図1は干渉縞のある1点での輝度変化を示したも

のである。

位相シフト法は位相が-12ずつ変化した」牧の

「捗縞画像を用いて位相分布を計算する方法である。

rr B制御を行わない場合、 Sl,S2.S3.S..での画像を

用いて計算を行う。

FB制御を行う場合、S..S2では負帰還となり安定

であるが、 S3,Siでは傾きが逆転し正帰還となるため

不安定である。そこでSJではSlと同レベルの注入

電流を加えた後に極性を反転することでSj'を糾る。

同様にSlではS2からS/を得る　s/,srはSl,S2と同

じ傾きであり、安定にFB制御を行うことが可能で

ある。 S:i',Sl'の時にccnカメラ-取り込まれる干

渉縞画像はSs.S.1と同じであるo

F lj制御を行う場合、 Sl,Sj,S3',S-サ'でのu酎象を用い

て計算を行う。

干渉縞全体の位相分布をOとすると、
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となる。位相分布少は

--.(盟,
で求めることができる。
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図1　位相シフト法におけるFI弓制御

3.実験装直の構成

図2に実験装位の偶成を示す。

最大出力50mW、発振波長685nmのL Dを用い.

トワイマン・グリーン型干渉計を構成したO

}
O bject

L D f3S

〟" - ■ 一 i 巨

ー̂ ^ ^ ^ 蝣 2 1 r E I

蝣D

信号

処哩部

P C

■ BS

C C nLl

図2　実験装L一定の構戊
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図3に信号処理瓢の構成を示す。

干渉信号をPDとCCDカメラで受光する。 CC

Dの映像信号から分離した同期信号より位相シフト

電IIEのa:カタイミング信号を生成する。このタイミ

ング信号に同期して画像取得と位相シフトを行う。

位相シフトは位相シフト電圧とPDの出力とを比較

し、 FB制御をかけながら行った。

図3　†言号処理部の柄成
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図4に位相シフト電圧Vn.とフイ-ルド信号を示

すo V日、が1 --rVのときに画像取得を行うO

h～レ・.I

図4　位相シフト電圧

図5に1 -IVでの画像を示す。 ド B制御した状憶

で位相シフトが正しく行われていることが確認でき

る。
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図5　干渉縞の変化

次に構成した干渉計を用いて、磁気ディスク用ア

ルミニウム円板の表面形状を測定した。結果を図6

に示すo　表面の凹凸の周期は約401L m、高さは約

35nmであり,これは接触型の粗さ計で測定した

値とほぼ一致したO

図6　アルミニウム円板の表面形状

5.まとめ

位相シフト法を用いた画像データ処理システムを

構成した。次にFB制御を行い、外乱の影響を低減

できることが確認できた。そして磁気ディスク用ア

ルミニウム円盤の表面形状を測定した。
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